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農林水産商工常任委員会資料 

 

（令和５年１１月３０日） 

 

 

 

 

 

【件 名】 

 

・ 令和５年度上半期取扱事件等の概要について ･･････････････････････････ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働委員会事務局 
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令和５年度上半期取扱事件等の概要について 

 

令和５年１１月３０日 

労 働 委 員 会 事 務 局 

 

 

１ 不当労働行為救済申立事件の取扱状況 

 

（１）令和５年度上半期取扱分 … ０件 

 

 

２ 労働争議調整事件の取扱状況 

 

（１） 令和５年度上半期取扱分 … １件 

 

（２）事件の概要 

事件 

番号 

事件名 

(申請者) 
調整区分 

申請 

月日 
調整事項 

終結 

月日 

終結 

区分 

調整 

回数 
調整員 

５年 

(調) 

１号 

A 争議 

(A 労働組合) 
あっせん 

R5. 

7.12 

団体交渉の促

進等 

R5. 

8.19 
解決 １回 

(公)三谷 

(労)本川 

(使)西本 

＜申請に至る経緯＞ 

○労働組合（申請者）が、労働協約の改定及び給与改定について団体交渉を申入れたが、使用者

（被申請者）が根拠資料の提示等による十分な説明を行うことなく、組合の申入れ事項に応じ

なかったことに納得できないとして、団体交渉の促進、誠実交渉義務の履行等を調整事項とし

てあっせんを申請したものである。 

＜主な主張点＞ 

○労働組合側：・根拠資料の提示等による十分な説明がなく、誠実交渉義務が果たされていない。 

・労働協約に基づく給与改定が必要であったことを認め、改定に応じられないに

してもその理由を説明するよう求める。 

○使 用 者 側：・組合に資料を提示してまでの説明はしなくてよいと考えていた。 

・給与改定については、改定したい側が改定したい時期に相手方に申入れをする

という認識である。雇用を守るためにも、給与改定に必ず応じられる訳ではな

い。 

＜事件の経過＞ 

○７月１２日 あっせん申請 

○  〃   第１回申請者（労働組合）実情調査 

○７月１３日 あっせん員指名 

○７月１９日 第２回申請者（労働組合）実情調査 
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○７月２４日 被申請者（使用者）実情調査 

○８月１９日 あっせん実施 

       あっせんでの話し合いの結果、誠実交渉義務の履行に努めること等で合意し終結 

 

 

３ 個別労働関係紛争あっせん事件の取扱状況 

 

（１）令和５年度上半期取扱分 …１２件（新規１２件、前年度繰越０件） 

事件 

番号 
申請者 あっせん事項 

申請 

月日 

終結 

月日 

終結区分 

(処理日数) 

あっ 

せん 

回数 

あっせん結果  

打切り理由等 

５年

（個）

６号 

労働者 
離職に関する話し合

い 
4.24 5.17 

解決 

（24日） 
１回 

会社都合退職等で

合意 

５年

（個）

７号 

労働者 
離職に関する話し合

い 
4.24 5.17 

解決 

（24日） 
１回 

会社都合退職等で

合意 

５年

（個）

８号 

労働者 

障がい者雇用の体制

不備による不利益に

関する話し合い 

4.28 8.21 
関与解決 

（116日） 
１回 

あっせん手続を契

機に自主解決 

５年

（個）

９号 

労働者 
雇い止め等に関する

話し合い 
5.9 5.26 

打切り 

（18日） 
０回 

被申請者があっせ

んに不参加の意思

を表明 

５年

（個）

10 号 

労働者 
パワハラによる解雇

に関する話し合い 
5.11 6.20 

解決 

（41日） 
１回 

解決金の支払等で

合意 

５年

（個）

11号 

労働者 
退職に関する話し合

い 
5.18 5.31 

打切り 

（14日） 
０回 

被申請者があっせ

んに不参加の意思

を表明 

５年

（個）

12号 

労働者 
職場環境の改善につ

いての話し合い 
5.29 8.23 

関与解決 

（46日） 
０回 

あっせん手続を契

機に自主解決 

５年

（個） 

13号 

労働者 
雇用継続及び復職に

関する話し合い 
5.31 8.17 

打切り 

（79日） 
２回 

当事者間の主張の

隔たりが大きいた

め 

５年

（個）

14号 

労働者 
退職に関する話し合

い 
7.3 7.28 

関与解決 

（26日） 
０回 

あっせん手続を契

機に自主解決 

５年

（個）

15号 

労働者 
退職に関する話し合

い 
7.3 8.10 

解決 

（39日） 
１回 

解決金の支払等で

合意 
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事件 

番号 
申請者 あっせん事項 

申請 

月日 

終結 

月日 

終結区分 

(処理日数) 

あっ 

せん 

回数 

あっせん結果  

打切り理由等 

５年

（個）

16号 

労働者 
職場環境に関する話

し合い 
8.14 9.19 

関与解決 

(37日) 
０回 

あっせん手続を契

機に自主解決 

５年

(個) 

17号 

労働者 
退職に関する話し合

い 
9.14 9.20 

取下げ 

(７日) 
０回 

申請者があっせん

を継続しない旨を

表明 

 

 

（２）令和５年度上半期取扱事件の分類等      

 

ア 紛争内容（重複集計）〔件〕 

件 数 

（重複集計） 

経営又は人事 

（解雇等） 

賃金等 

（未払等） 

労働条件等 

（時間外勤務等） 

職場の人間関係 

（嫌がらせ等） 

その他 

 

 うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ 

２１ ０ １１ ０ ０ ０ ３ ０ ７ ０ ０ ０ 

※表中「うちコロナ」欄は、申請者又は被申請者から、新型コロナウイルス感染拡大の影響につ

いて自発的な言及又は、丁寧な聞取の中で言及があった事件数である。 

 

イ 処理状況（実数集計）〔件〕    

件 数 

（実数集計） 
解 決 取下げ 打切り 不開始 次期繰越 

１２ ８ １ ３ ０ ０ 

 

ウ 業種分類（実数集計）〔件〕 

件 数 

（実数集計）    農林・ 

建設・製造 

電気・ガ

ス・熱供

給・水道業 

情報通信・ 

運輸・郵便 

卸売・小

売・金融・

保険・不動

産 

医療・福祉 サービス 

１２ １ １ １ ２ ６ １ 

 

エ 処理日数・解決率    

平 均 処 理 日 数   ３９日 

解 決 率  ７２．７％ 

※取扱事件の分類は令和５年９月３０日現在のものである。 

※平均処理日数及び解決率は終結分の数字である。 

※解決率 ＝（解決）÷｛（解決）＋（打切り）｝ 

 



- 5 - 

 

 

 

４ 個別労働関係紛争に係る労働相談の取扱状況  

 

（１）相談内容（重複集計）〔件〕 

件 数 

（重複集計） 

経営又は人事

（解雇等） 

賃金等 

（未払等） 

労働条件等 

（時間外勤務等） 

職場の人間関係 

（嫌がらせ等） 

その他 

 

 うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ  うちコロナ 

２４４ ４ ５４ ０ ３５ ０ ８５ ３ ５１ １ １９ ０ 

※表中「うちコロナ」欄は、新型コロナウイルス感染拡大の影響について自発的な言及又は、 

丁寧な聞取の中で言及があった相談件数である。 

 

 

（２）対応状況（実数集計）〔件〕 

件 数 

（実数集計） 
助言・傾聴 法令説明 他機関紹介 

あっせん 

制度説明 

１６７ １４４ ６ １６ １ 

 

（３）受付区分（実数集計）〔件〕 

件 数 

（実数集計） 
面談 電話 電子メール 

１６７ ２１ １２４ ２２ 

 

 

５ 取扱事件数等の推移 

年度 

区分 

平成 

３０年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

不当労働行為救済申立 

（ 係 属 ） 
０ ０ ０ ０ ０ 

労 働 争 議 調 整 

（ 新 規 受 付 ） 
３ ３ ０ １ ０ 

個 別 労 働 関 係 紛 争 

あ っ せ ん 

（ 新 規 受 付 ） 

３０ 

（全国１位） 

３１ 

（全国２位） 

２３ 

（全国２位） 

２０ 

（全国１位） 

２５ 

（全国１位） 

 

個別労働関係紛争 

労 働 相 談 

 

実数 ３１７ ２５２ ２４６ ２７７ ２４３ 

重複 ４７７ ３５０ ３３１ ３８６ ３６１ 
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年度 

区分 

令和３年度 

上半期 

令和３年度 

下半期 

令和４年度 

上半期 

令和４年度 

下半期 

令和５年度 

上半期 

個 別 労 働 関 係 紛 争 

あ っ せ ん 

（ 新 規 受 付 ） 

１０ １０ １２ １３ １２ 

個別労働関

係 紛 争 

労 働 相 談 

実数 １２０ １５７ １００ １４３ １６７ 

重複 １６０ ２２６ １５２ ２０９ ２４４ 

（注）「あっせん」… 労働委員会会長から指名された委員（あっせん員）が、労使双方の主張の 

          要点を確認し、労使の間に立ち自主的な交渉を側面から援助し、必要な場 

          合はあっせん案を提示して、民事上の解決（和解）に導くもの。 

 

 

 


